
バリアフリー推進レポート

中国運輸局では、共生社会実現のため、「障害の社会モデル※１」、「心のバリアフリー※２」の啓発とその
理解を深めることを目的として、学生や社会人を対象としたバリアフリー教室・各種啓発活動を継続的に
実施しています。
このたび、ひろしまバスまつり2025にて、未就学児、小学生を対象に県内バス会社と合同でバスの乗り方
教室ブースを出展し、バリアフリークイズやグッズの配布による啓発活動を行いました。
※１・・・障害は個人の心身機能の社会的障壁の相互作用によって創り出されるものであり、社会的障壁を取り除くのは社会の責任である。とする考え。
※２・・・様々な心身の特性や考え方を持つすべての人々が、相互に理解を深めようとコミュニケーションをとり、支え合うことです。

バリアフリー教室は令和２年のバリアフリー法改正に伴い「教育啓発特定事業」に位置付けられ、取組を強化しています。

参加バス会社・・・芸陽バス株式会社、広島電鉄株式会社、広島交通株式会社
広島バス株式会社、HD西広島株式会社、JRバス中国株式会社 (順不同)

中国運輸局 交通政策部 共生社会推進課 第９号 (令和８年２月９日)

公共交通促進キャラクター

「のりたろう」も来てくれました

バス
の乗り方教室 inひろしまバスまつり2025



〇日時：令和7年11月9日(日)10:00~16:00
〇場所：ひろしまゲートパーク(広島市中区・旧市民球場跡地)
〇主催：広島県バス協会
〇協力：中国運輸局、各バス会社
〇参加者：バスまつり来訪者
〇内容：①バスの乗り方教室 ②バリアフリークイズ ③バス押し

実際のバス車両を使い、
乗車してから降車するまで
の流れ、注意事項等を
学んでもらいました。

バスのバリアフリーに関する
クイズを出題しました。
子供たちは元気よく手を挙げ、
積極的に参加してくれました。

チームでバスを押しゴール
までのタイムを競いました。
また、上位チームには景品
のプレゼントも行いました。
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バスの乗り方教室 in ひろしまバスまつり２０２５
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《乗り方教室の感想》

・子供に伝えてきたことを改めて教室で教わったことで、
より子供に伝わったと思う。
また、大人もルールを再確認することができた。
・マイクやスロープなど知らなかったことが知れてよかった。
・とても勉強になった。

《アンケート結果》
学べたことは何ですか？
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